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とである。そこで第 l報でアセ トアルデヒ 卜とポリピニルアルコール (PVA)の燃焼熱の比較から
熱化学的にアセ ト7;レデヒトから PVAの合成が可能な乙とを磁かめた。 乙の重合熱は 14.9Kcalj 






第3報では (CH，)4-nM(OCH=CHρn (M=C， Si; n=I-4)について分子内のピニロキシ基の数
の増加につれてラジカル単独重合性が著しく増大する乙とを見い出した。 乙れに対する可能な原凶の
Iっとしてピニロキシ基の増加ICよる電子的な影響がピニル基lζ及ぼしているEとが考えられる。 こ







3. 炭素， ケイ素， ゲノレマニウムビニロキシ化合物でケイ素ー酸素結合には (dπ-pπ)性はある
が，ケイ素と同じようにd軌道を有するゲルマニウムと酸素の結合には (dπ-pπ)性が認められ
なかった。
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研究から Si-O聞には dπ-pπ 結合による二重結合性があること Geではこれが認められない事を
見出した。このような電子的効果はピ、ニjレ基のラジカjレ重合性に反応性を左右するほど大きな影響と
なって現れないことが判った。
同君はさらにW族金属について Ti，Snのビ、ニロキシ金属化合物の合成について詳細に検討した。
このものの存在の可能性は疑わしく，合成に成功していない。
以上の如く，古江君の研究はピニロキシ金属の新合成，その性質特に重合性について新知見を与え
たもので高分子合成，有機金属の化学に寄与するところ大きく，理学博士の学位論文として十分価値
あるものと認める。
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